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＜プレス発表文の一例＞＜プレス発表文の一例＞

【鎮火前】現在、鎮火に向け全力で取り組んでおります。

【鎮火後】消防署により鎮火が確認されました。今後、火災の原因につ
いて調査を行ってまいります。

火災による対応状況

･････、○名の負傷者が確認されておりますが、放射線による被ばくは
ありません。

･････にともない、･････で火災が発生いたしました。

･････、漏れは止まっており、･････の放出についても止まっております。

･････、自然界から受ける年間平均の約○分の1以下、胸部レントゲン
検査1回で受ける量の○分の1程度）で、人体および環境への影響につ
いては問題ありません。

･････、現在、放射線による被ばくは確認されておりません。

･････、外部への放射能の影響は確認されておりません。詳細は引き
続き調査してまいります。 　（Ｂ）

･････、現在、調査を継続実施しており、今後、適宜公表してまいります。

･････、プラントの運転に影響はありません。

･････、安全に停止しております。　（Ａ）

･････、現在停止中です。
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詳　細　項　目重点項目

・（Ａ）（Ｂ）を繰り返し　
　　お知らせすることで、
　安全・安心感を伝え　
　る。　　　　　　　　　　　
　同時に、今後、状況　
　変化もあり得ること　
　を伝える。


